
各分野における省力化・省人化の現状と課題、

取組及びロボット活用ニーズについて
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横断的分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．横断的分野の省力化・省人化の現状と課題

（内閣府）

３．ロボット活用ニーズ

¸ AI ṕ 7 12 23 Ṗ
Å ỌỔ

フィジカルＡＩの研究開発及び実証を戦略的かつ統合的に促進
Å ỌỔ 評価するための評価基盤やテストベッドを整備

¸ 7 2 AI

AI ḲフィジカルAIのテストベッド整備に向け ḭ ḱ
AIが働きやすい環境づくりを目指し技術・制度・安全・運営の設計を行うための調査を行い、結果をとりまとめる。

AI Ḳ AISI AIṕ
AI AI AIṖ 諸外国のAISI関連機関の同様の取組を調査するととも
に、これらのAIの可能性検証調査等を実施し必要な手法やサービス、評価環境の在り方を取りまとめる。

¸

Å 製造・物流業界は B2B ヒューマノイドの初期の商用ユースケースと
して注目。

Å 飲食業界は 汎用ロボットを含めたフィジカルAI導入へのニーズが存在。

Ḳ
AI ṕ Ṗ
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Ḳ 内閣府では、SIP及びムーンショット事業によるフィジカルAIに係る研究開発



１．施策の概要
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Å ị ỌỔ ỌỔ AIṕ Ṗ
AI に

AI

Å AI AI Physical AI OpenAIúFigure Google DeepMind ṕRT-XṖ Teslaṕ
ṧOptimus Ṗ Agibot End-to -End ṕE2EṖ AIṕ AI Ṗ

日本では、高度な製造・制御技術を持ちながら、AI×物理環境の統合実
証が可能な、産学が集う中立的テストベッド（AI版IMECのような）が存在しないことが、本来日本の勝ち筋であるフィジカルAI開発のボトルネック

Å諸外国ではこのような動きに加えて、最新のAI技術の社会実装を促進するために、プロトタイプを市場に導入しながら課題の認識を図ったり、民間企業や一般市民に対してAI革新を妨げ
る規制の調査、また規制サンドボックスを用いた試験や検証を行うとともに、試験環境の提供等

Å AI

Å 規制・制度を含めたフィジカルAIが働きやすい環境づくりを目指し技術・制度・安全・運営の設計 AIロ
ボット・ドローン等を対象に、労働力不足が予想される分野を中心に、AIが認識・判断・行動を一貫して担うEnd-to-End実証環境を設計し、国内外の標準化・安全評価を見据えた評
価基盤を確立

①国際動向分析Ḳ AI

②国内技術ポテンシャル評価Ḳ ễ AI AI ṕAI
H/W Ṗ

③対象の産業領域検討・論点整理Ḳ

④安全性・倫理・責任設計／規制の調査・見直しḲAI AI

⑤テストベッド構想設計調査Ḳ AI ṕ Ṗ

⑥国際連携・標準化戦略調査Ḳ NIST EU AI Act OECD AI

⑦テストベッド整備に向けた計画書（案）の策定Ḳ ṕ Ṗ

２.  施策の対象・成果イメージ

Å Ḳ ú ú
Å ḲAI
Å Ḳ ṕ Ṗ
Å ṕ Ṗ ị

AI ︣ ṕ 7 Ṗ （参考１）



ểḰ

¸ AISI AI AI AI ỌỔ

¸ AISI AI ṕAI Ṗ
ṕ AI Ṗ

¸ AI 、AIエージェントやフィジカルAIといった高性能なAIシステムの利用・開発が急速に進んできているが、日本AISIでは、こうした最先端のAIシステムにおいて原因究明が困難な
インシデント発生時に対応する体制もないほか、評価環境も存在しない。

¸ AISI AI ỌỔ ỌỔ

¸ 10 AISI AI (MoC) AI AI
AI AI

¸ 本調査では、将来的にAISIが民間企業等の開発したAIを評価できるようにするため、以下について、諸外国のAISI関連機関の同様の調査結果及び試行的な可能性検証調査等を
基に必要な手法やサービス、評価環境の在り方を取りまとめることとする。

（１）民間企業等の開発したAIを評価するための環境構築に係る調査

Å AISI 9 AI AI AISI
ṕỄṖ ṕễṖ AISI

Å AISI AI ṕ AI
Ṗ AI ểṌễ

（２）フロンティアAIモデル、AIエージェントを評価するための環境構築に係る可能性検証

Å WG AI AI AI

（３）フィジカルAIを評価するための環境構築に係る可能性検証

Å AI ṕ Ṗ

Ễ.  ḱ ṇ

Å AI AI AI AI AISI

Å 民間企業のAIの業務利用における最も大きな課題であるAIセーフティ・セキュリティに係る懸念（2024年最大50％程度）を減少させ、AI利用率（2024年５５％）を改善
し、AIへの民間投資額を上昇
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民間企業等の開発したAIを評価するための環境構築調査ṕ 7 Ṗ （参考２）
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Space ֪eᶍ ᴲ ᴲ ḳᴻḳᶍ ᴲ
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ᶹḖḡᴻ᷿ḯḻ ḟḵ᷅ḱḨS֩IP ֪
ḵḤḎᶸ᷄ḁᶍ ᶊ ᵰᵾ ᴴḳᴻḳᶍ

ù ᴴḛḳ ḵḤḎᶸ᷄ḁᶍ
R֩5 - 7ֹ323 ⱦᶍ ֪

ąAIḵḤḎᶸ᷄ḁᶍ ᶊᶧᶩ ᵸᶪ ᶍᶹḩᴻḀӡᵆ ᶍ ᵇטּ

ᶿḝᶸḁ ᶆ ᵶᵾ ḵḤḋḐᶍ ֩ḛḳᶣ ᶊᵩᵰᶪ ᴴ ᴴᵳᶞ
ḵḤḋḐ◖ ᴲḣḎḳᶊᵩᵰᶪḲḕḻ ᴴ ᴴ ᴴ ֪ᶱ ᵶᴲḛḳ ᷊ᴻ
ḛḁᶍḮᴻḁ᷆ᴻḁ

¸

ᴴθ ḝᶸḁ ֩ᶽḴḡᴻḇ ᶟ֪ᶆᶍḛḳ ᷊ᴻḛḁ֩ ᴴ ᴴ ֪ᶍḮᴻḁ᷆ᴻḁ
ᵊ ᴲꜛ ᴲḴ᷿᷁ᴻᶉ ᶗᶍ ꞌᴲ ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ◖ɛ

¸

ḵḤḋḐḅḲḭᴻ᷿ḯḻḟḱḋḐḝᶾᴻḨᴲḅḝḐᶻᶼᶷ ֹḃḋ  ᷄ᴲ ᷂ḛḎ᷄
PFᴲḵḤḋḐḗᴻḑᶻᶼᶷ ֹ

ḏḀḇḳ ֹ

¸ḇᴻ᷇ḋḐ
2H027 ᶊḪḏḳ ᶊᵩᵰᶪ◖ ᷊ᴻḛḁ

ù ᶊᵩᵰᶪ ᶱ ᵧᵾ ·ᵫ ᵸᶪ ᶍ ᶊ
ᵰᵾHCPS ḵḤḎᶸ᷄ḁᶍ
֩R֩5 - 7ֹ1,292 ⱦ֪

ąAIḵḤḎᶸ᷄ḁᶍ ᶊᶧᶩ ᵸᶪ ᶹḩᴻḀӢᵆ═ ᴴ ᶍ ᵇטּ

ӡ ᶍ ᴴ ᶱ ᵸᶪ᷊ᶹḘḓ᷄ḁ ᶍ ᶱ ᶠᴲ ᶱ ᵧᵾ
·ᶍ  H ⱱᶍ

¸

ᴴ ᶊᵩᵰᶪ ⱱ ᷊ᶹḤᴻ᷅ᶍ ⱱ וֹ

¸

ⱱ ᷊ᶹḤᴻ᷅ᶍ ᴲḟḵḐḇᶹḟ ᶒ ◖ ḪḀḭᴻḳ ֹ
CYBERDYNE

ḝᶸᴻḳḑ ֹ ḵḤ᷆ᶷḃḻḇᴻ

¸ḇᴻ᷇ḋḐ
2H027 ᶱ ᶊḮᴻḁ᷆ᴻḁᶊ ꞌᵶᵾ᷿ḁḎḨᶱᴲ ᶱ 1ɜ0 ∙ ᶆ ᴴ
◖ ᴳ

Ӣ ᶊᶧᶪ ᶆ ᵴᶫᵾḚḐᶣḪḖᶱטּ ᵸᶪ ┌ ḵḤḋ
Ḑ ᶍ

¸

ᴴ╪ ᶆᶍ ᶍ┌ ᴴ┌ ⱱḵḤḋḐᶍ
ᴴḵḤḋḐ ᶊ ᵣᶪ ᶍ ᷿ḁḎḨ ᶍᵾᶠᶍ╪

¸

ᴴ ḝᶸᴻḳḑ ֹ  Ⱨ ═ּש
ᴴ┌ ᴴ┌ ⱱḵḤḋḐ ֹ
ᴴ ᷿ḁḎḨᶍ ḐֹḰḇ PƎSP

¸ḇᴻ᷇ḋḐ
ᴴ Ḏ᷄ḖḵḀᴻ ᶱ ᵶᵾ ᶗᶍ
ᴴ ֩ ᴲ ᶊᶎ ֪ᶱ ᵶᵾ ᶗᶍ

（参考３）



萩田 紀博

目標１  プログラムディレクター

目標１

（主な成果）

国内外で分身ロボットカフェ
キャラバンを実施、180人以
上の障害者がロボットを遠隔
操作し、16万人以上を接客

多種多数(1,000体規模)の
遠隔操作ロボットが稼働でき
る基盤を開発し、社会実装に
向け大規模実証実験を実施

（参考４）ムーンショット型研究開発制度におけるロボット関係の主な取組

目標３ AI

AI AI

目標３  プログラムディレクター

2 7

國吉 康夫
 

汎用自律人型AIロボット
4

統合研究
専門研究 要素研究 3 広い分
野を網羅する研究ポートフォリオを構築

（公募プロジェクトの構成等）

統合研究 専門研究 要素研究

期  間 5年(2030/11 Ṗ 5年(2030/11 Ṗ 3年(2028/11 Ṗ
( 2 )

各PJ予算
（直接経費）

5 上限30億円 5 上限10億円 3 上限1億円

採択数目安 2～3 2～4 4～8
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警備業分野

１．警備業分野の省力化・省人化の現状と課題

（警察庁）

ẇ

ệ
ệṌỈ
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警備業分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

（警察庁）

３．ロボット活用ニーズ

¸

ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

¸

¸

AI
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保育分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．保育分野の省力化・省人化の現状と課題

（こども家庭庁）

３．ロボット活用ニーズ

¸ ỉ 10 保育士の有効求人倍率は3.10倍 1.20

¸

¸保育現場へのICTの導入等を推進し、保育士がこどもと向き合う時間を確保するなど、働きやすい職場環境づくりに取り
組んでいく必要がある

¸ ICT等を活用した業務システムの導入費用の一部を補助
¸ ICT 「保育ICT推進加算」（仮称）を創設
¸ ICT 「保育ICTラボ事業」を実施
¸ 保育業務
施設管理プラットフォームを整備 ṕ Ị Ṗ

¸ ṕ Ṋ Ṗ 保活情報
連携基盤を整備 ṕ Ị Ṗ

¸



11

消防分野

１．消防分野の省力化・省人化の現状と課題

（消防庁）

３．ロボット活用ニーズ

¸危険な場所での活動を代替し、隊員の安全を守りながら、持続的な消防活動を可能にする技術が必要
具体的には、
・崩壊等の危険がある建物内での要救助者の捜索を安全かつ迅速に行うための技術
・爆発の危険性がある現場や津波警報が発令された地域など、隊員が安全に近づけない状況でも

消防活動を継続するための技術

¸身体的負担の大きい消防業務において、負担軽減や力の弱い職 員の支援となる技術の導入が必要

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

¸ ṕ Ṗ ỏợ

¸ ṕ Ṗ

¸

ỏợ
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（参考資料） （消防庁）

Ệ ểṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/04/shiryou1.pdf Ṗ

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
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（参考資料） （消防庁）

Ệ ểṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/04/shiryou1.pdf Ṗ

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
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（参考資料） （消防庁）

Ệ ểṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/04/shiryou1.pdf Ṗ

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-170/04/shiryou1.pdf
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（参考資料） （消防庁）

ể ễṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/01/sankou3.pdf Ṗ
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（参考資料） （消防庁）

ể ễṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/01/sankou3.pdf Ṗ
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（参考資料） （消防庁）

ể ễṕhttps://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post -170/01/sankou3.pdf Ṗ



AIロボティクスに関する次世代シーズ創出・人材育成

２．上記に対する現在の取組

１． ṇ ḱ の現状と課題

（文部科学省）

¸ AI AI

¸ AI

¸ AIú AIú AI
AI

¸ AI
AI ṕAI for Science Ṗ

AI 18

Ḳ2040



次世代シーズの創出・人材育成

２．上記に対する現在の取組

（文部科学省）

¸ AI

¸

AI

¸

ṕCHERSIṖ

AI ú

３．ロボット活用ニーズ

¸ AI for Science

ṕ HP Ṗ

ü

19



ṕ Ṗ וֹ ךּ

戦略的創造研究推進事業(新技術シーズ創出) ṕJST Ṗ

( )

Ṇ Ḳ ṕ 6 Ṍ 11 Ṗ

自律駆動型の研究開発アプローチの確立 AI 研究開発プロセス

の革新につながる基盤技術の創出 AI

Ṇ Ḳ ṕ 7 Ṍ 14 Ṗ

AIú AIú AIú AIú
AI 変化する実
環境に柔軟に対応できる知能システム

理化学研究所革新知能統合研究センター（AIPセンター）

 AI 
次世代の基盤技術の実現に向けた研究を

推進する

(

Ị ṕ Ṗ  588

Ị ṕ Ṗ 441
 ṕ Ḳ438 Ṗ

ṕ Ḳ577 Ṗ

（文部科学省）

20

AI for Scienceによる科学研究革新プログラム 7 370 

AI for Science先進国 勝ち筋となる重点分野における最先端AI 基盤モデルの開発・
活用等に向けた集中投資 あらゆる分野での波及・振興及び新たなアイデアへの挑戦への支援



（参考資料）ロボット関連の人材育成について

高専ロボコンの開催

Å 毎年異なる競技課題に対しアイデアを駆使してロボットを製作

Å 発想力と独創力を合言葉に毎年開催 63 38
ẑ Ḳ 22 25

ṕ ú Ṗ

COMPASS 5.0 ～産業界と連携した教育パッケージの開発・展開～

Å 産業界の意見・ニーズを踏まえた人材育成プログラムを開発、全国の国立高専に展開
Å

Ẇ ṕ20 Ṗẑ

18
ṕ

CHERSIṖ

ú

ṮCHERSI ṯ

8 ṕ Ṗ ṕ Ṗ 631

ṕ Ḳ630 Ṗ

（文部科学省）

21



ṕ Ṗ大学・高専機能強化支援事業（成長分野転換基金）

ẇ少子高齢化 2040 生産年齢人口の減少による働き手不足

理系学部の定員が未だ少ない

ẇ 未来成長分野に挑戦する人材育成のための大学改革、高専等の職業教育充実

半導体等の重点分野に関する人材育成を迅速に取り組む

ẇ 公立高専の新設

現状・課題

支援内容

①「成長分野転換枠」（継続分） 20

②「大規模文理横断転換枠」（新設） 大規模大学を含め、文理横断の学部再編等を対象にした支援枠を新設し、必要な経費40億円程度まで

DX SSH

Ẇ ṕ ṖḲ ṕ Ṗẑ Ị ṕ 10 Ṗ 14

期待される効果

将来の社会・産業構造変化を見据え、大規模大学を含めて、成長分野への学部等転換・重点分野の人材育成を一層強力に推進

文部科学省

(独)大学改革支援・学位授
与機構（NIAD-QE）

【事業スキーム】

7 200

ẑ 4 2 3,002

ṕ Ḳ Ṗ

＜2040年の産業構造・就業構造推計＞

（1）学部再編等による特定成長分野（デジタル・グリーン等）への転換等（支援１）

（2）高度情報専門人材の確保に向けた機能強化（支援２）

AI、半導体、量子、造船、バイオ、航空等の経済成長の実現に資する重点分野

10億円程度

Ẇ Ḳ ṕ Ṗ ẑ 10 10

ẑ 高専新設・転換 20億円程度

執行プロセスの見直しも実施
Å

Å

22



Å

Å AUV
Å

Å
AUV

（参考資料）フロンティアの開拓（宇宙分野、海洋分野におけるロボティクス）

宇宙分野の研究開発（JAXA)
与圧ペイロード

搭載部

曝露ペイロード搭載部

サービスモジュール

HTV-X( )

(HTV -X) Ị ṕ Ṗ Ệ

      
       ṕ ỉ  85 Ṗ

Å ṕHTVṖ
Ṅ

海洋・極域分野の研究開発（JAMSTEC)

ẑ AUV  : Autonomous Underwater Vehicle

ØJAMSTEC

ṕ Ḳ5 Ṗ

Ị ṕ Ṗ 302
ṕ Ḳ304 Ṗ

ṕ ỉ 2.7 Ṗ

（文部科学省）

23
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医療分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．医療分野の省力化・省人化の現状と課題

（厚生労働省）

３．ロボット活用ニーズ

2040 85

 DX /

¸ DX

¸ ICT
ICT

¸
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障害福祉分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．障害福祉分野の省力化・省人化の現状と課題

（厚生労働省）

３．ロボット活用ニーズ

¸

¸ Ṉ Ṉ
KPI

ṕ ḲICT Ḳ2029 90%
Ḳ2029 47 Ṗ

¸

ICT
ṕ ỉ Ṗ

¸障害福祉現場のケアの充実のための生産性向上の目指すべ
き姿や必要な取組を可視化するための調査研究を実施。

¸省力化に取り組む事業者のサポート体制として、各都道府
県におけるワンストップ型の相談窓口の設置の支援を実施。

（現場の課題に応じた適切な機器の選定等に係る助言等）

¸ ICT

利用者の起床や就
寝時の動作を支援
し、介護者の負担
軽減を図っている。
1人介助が可能。

移乗支援を行い、
介護者の負担を軽
減。ベットからの
移乗も、床面から
の移乗も双方を可
能にしたリフト。

ṇ
介護者の身体的負
担を軽減するため
の装着型支援機器。
腰痛予防の姿勢の
維持が可能。

浴室や居室での移
動をサポートし、
利用者の安全と介
護者の負担軽減に
寄与。

移乗や移動をサ
ポートし、車いす
や床面からの移乗
介護の効率化を促
進。

ṇ
入浴時の介助を容
易にし、利用者の
快適性と介護者の
負担軽減を実現。

ṕ Ḳ Ṗ



省力化投資促進プラン（障害福祉）概要

（障害福祉分野関係）
１ 実態把握の深堀
Ẇ

Ẇ

Ẇ ICT

２ 多面的な促進策
Ẇ ṕ Ỉ Ṗ 障害福祉分野における介護テクノロ

ジー導入費用に対する補助、協働化等の支援（令和６年度補正予算）

Ẇ ṕ ệ Ṗ

Ẇ 令和７年度、障害福祉現場の生産性向上の目指すべき姿や必要な取組を可視化するための調査研究を実施

Ẇ 指定申請及び報酬請求関連文書について標準様式及び標準添付書類
の使用を基本原則化（令和７年３月府省令等改正、令和８年４月施行予定）

Ẇ 事業者・自治体間の障害福祉関係手続に関するシステムの整備 令和
９年度中を目途に実現する方向で検討

３ サポート体制の整備・周知広報
Ẇ 更なる窓口設置の促進に向けた取

組を検討

４・５ 目標、KPI、スケジュール
Ẇ ICT Ḳ32 .3%ṕ Ṗẓ50%ṕ2026 Ṗẓ90% ṕ2029 Ṗ

Ẇ ḲỆṕ Ṗẓ10 ṕ2026 Ṗẓ47ṕ2029 Ṗ

26

（参考資料） （厚生労働省）



介護ロボットやICTテクノロジーの活用、小規模事業所の協働
化等により、人材確保が難しい中でも、直接処遇業務の負担軽減
や質の向上を図ることが必要。

＜具体的な取組＞

Ẇ

・ 規制改革実施計画（令和５年６月16日閣議決定）に基づき、
指定申請関連文書、報酬請求関連文書の標準様式及び標準添付
書類（以下「標準様式等」）を作成・周知済み。

・ 令和６年度に、標準様式等の使用を基本原則化するための関
係府省令等の改正を実施。令和８年４月施行（標準様式等の使
用が可能な自治体には施行を待たずできる限り早期の活用を促進）

Ẇ ḱ ︣

・ デジタル行財政改革会議の下で、電子的に申請・届出を可能
とするためのシステムの整備について、障害福祉サービス等の
事業所台帳管理システムや、業務管理体制データ管理システム
も含め、事業者・自治体間の障害福祉関係手続に関するシステ
ムの共通化に向けて、令和９年度中を目途に実現する方向で検
討し、システム共通化の方法や今後のスケジュールを記した推
進方針を策定した。

Ẇ ṇ

ṕ Ỉ ṇ Ṗ

・ 管理者の管理業務について、管理上支障が生じない範囲内に
おいてテレワークにより業務を行うことが可能であること、ま
た、管理者以外の職種に係る業務について、直接処遇業務を除
き、利用者の処遇に支障が生じない範囲内において、テレワー
クにより業務を行うことが可能であることを示すとともに、テ
レワークに係る業務類型ごとの留意事項を示した。

＜具体的な取組＞

Ẇ

ṕ Ỉ ṇ Ṗ

・見守り支援機器を導入したうえで入所者の支援を行っている障
害者支援施設について、夜勤職員配置体制加算の要件を緩和。

Ẇ ṇ

ṕ Ỉ Ṗ

・職員の業務負担軽減や職場環境の改善に取り組む障害福祉事業
者が介護ロボット・ICTを複数組み合わせて導入する際の経費
等を補助。

Ẇ ḱ

ṕ Ỉ Ṗ

・福祉・介護職員等処遇改善加算を取得している事業所のうち、
生産性を向上し、更なる業務効率化や職場環境の改善を図り、
障害福祉人材確保・定着の基盤を構築する事業所に対し、所要
の額を補助する。

Ẇ וֹףּ

ṕ Ỉ Ṗ

・障害福祉分野の小規模事業所の人材の確保・経営の安定化、さ
らには地域の活性化に向け、障害福祉サービス間の協働だけで
なく、同じ福祉分野である介護分野等との協働化（共生型）の
取組や、さらには民間の他産業と協働化の取組について、モデ
ル事業を実施。

ḱ

指定申請等の各種手続きや業務負担の軽減により、障害福祉現
場における書類作成等の間接業務を効率化し、利用者の支援に注
力できる環境づくりが必要。

27

（参考資料） （厚生労働省）
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介護分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．介護分野の省力化・省人化の現状と課題

（厚生労働省）

３．ロボット活用ニーズ

¸ (ờỉ ỄỄỂ )
¸ ( Ḳ 1 Ṗ
¸ Ṅ

(R7 45 )
¸ ṕCARISOṖ

ẑCARe Innovation Support Office

¸ ṕ24 26 29
Ỉ ))

ị16
¸

¸

2040 57
¸ ( ỉ 6 13 )

ṕ Ṗ ị
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（参考資料） （厚生労働省）

○ 第９期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数を集計すると、

・ 2026 年度には ỄỆỂ ṕṧ Ễệ ṕ6.3 / ṖṖ

・ 2040 年度には ỄỉỄ ṕṧ ệỉ ṕ3.2 / ṖṖ

となった。 ※（）内は2022 年度（約215 万人）比

○ 国においては、① 、② ḱ 、③ ḱ ḱ 、

④ 、⑤ など総合的な介護人材確保対策に取り組む。

注１）2022 年度（令和４年度）の介護職員数約215 万人は、「令和４年介護サービス施設・事業所調査」による。

注２）介護職員の必要数（約240 万人・272 万人）については、足下の介護職員数を約215 万人として、市町村により第９期介護保険事業計画に位置付けられたサービス

見込み量（総合事業を含む）等に基づく都道府県による推計値を集計したもの。

注３）介護職員の必要数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、介護保険施設に従事する介護職員の必要数に、介護予防・日常生活支援総合事業のうち従

前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員の必要数を加えたもの。

2024 2026 10 2027 2029

22

25

57

ị שּ ךּ

6
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（参考資料） （厚生労働省）

１ 実態把握の深堀
Ẇ

2040 57

Ẇ

Ẇ

Ẇ

２ 多面的な促進策
Ẇ ṕ Ỉ ỉ Ṗ

Ẇ

Ẇ

Ẇ ṕỉ Ṗ ṕỉ Ṗ

Ẇ ṕệ ṌṖ

Ẇ ṕỊ Ṗ

Ẇ AI AI AI

３ サポート体制の整備・周知広報
Ẇ Ṅ

ẑ Ị Ỉ 31 ỉ 14

Ẇ
ẑ RỊ 10

ṕ Ṗ

Ẇ ṕCARISOṖ
ẑCARe Innovation Support Office

４・５ 目標、KPI、スケジュール
Ẇ ỖớỔ ṕ ệ 12 Ṗ

EBPM 2024 ṕỈ 12 Ṗ ỖớỔ(ẑ)
(ẑ) ỖớỔ

1 2022 6.4 2026 2029 2040 ễ

ỖớỔ

省力化投資促進プラン（介護分野）概要

20

省力化投資促進プラン（介護分野）

令和７年６月13日
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（参考資料） （厚生労働省）

ẑ
ṕ

Ṗ ṕ
Ṗ ṕ Ṗ

ẑ
ễ

ẑ

ễ

移乗支援（装着）

移乗支援（非装着）

移動支援（屋外）

移動支援（屋内）

排泄支援（排泄物処理）

排泄支援（動作支援）

移動支援（装着）

入浴支援

排泄支援（排泄予測・検知）

見守り（施設）

見守り（在宅）

コミュニケーション

介護業務支援

機能訓練支援

ṕ
Ṗ

食事・栄養管理支援

認知症生活支援・認知症ケア支援

ᾋ︢ϤʾЀЬвИϾ˔Єдр
ẉ 30.0%

ӱ כ◦
ẉ 9.7%

ӱ כ◦
ẉ 1.2%

כ◦
ẉ 11.2%

ᵒῐỘ כ◦
ẉ 10.2%

ṕ 7 Ṗ ṇ

民間企業・研究機関等 介護現場

( )

機器の開発 介護現場での実証等

【経産省中心】 【厚労省中心】

כ◦
ẉ 0.5%

12
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（参考資料）介護テクノロジーの開発支援 （経済産業省）



農業分野

２．左記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）１．農業分野の省力化・省人化の現状と課題

（農林水産省）

¸ Ỉ スマート農業技術活用促進
法 導入又は開発・供給す
る計画認定者への税制・金融等の支援

¸

予算上の支援

スマート農業技術の活用 新たな生産の
方式の導入

生産方式革新実施計画

スマート農業技術等の
開発 生産現場への供給

開発供給実施計画

スマート農業技術活用促進法

ṕṕ ṖNEWGREENṖ

税制・金融等の支援措置 各種支援事
業の優遇措置

Ị 185 ṕ ỉ 529 Ṗ

スマート農業技術活用促進集中支援プログラム

¸ 農地の集積・集約化
基盤整備 新規就農支援 食料供給体

制の維持
¸ 今後20年間で、基幹的農業従事者が現在
の約１/４ṕ116 ṕ2023 Ṗẓ30 Ṗに減少

スマート農業技
術の開発・普及が不可欠

ṕ2023 Ṗ

Ḳ
ṕ2023 Ṗ

Ḳ 15

ṕ
Ṗ 33



農業分野 （農林水産省）

３．ロボット活用ニーズ

¸ 機械化・自動化の技術開発の難度が高く、現状、人手による作業量が多い営農
類型・農作業を中心に省力化ニーズが高い

ṕ Ṗ
(h/10a)

0

20

40

60

80

100

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ṕ Ṗ(h/10a)

V 収穫作業

V 収穫後の調製作業

露地の野菜・花き作 施設の野菜・花き作

V 摘葉・摘果、収穫

V 収穫後の選別、調製、出荷

果樹作

ṕ Ṗ(h/10a)

0

10

20

30

40

50

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

V 摘蕾・摘果、収穫

V 選別作
業

34



（参考資料） （農林水産省）

スマート農業技術活用促進法に基づく基本方針における「重点開発目標」＜抜粋＞

農作業の区分

スマート農業技術等
生産性の向上に関する

目標
営農類型等 農作業の類型

露地野菜・花き作
（キャベツ、だいこん、た
まねぎ、スイートコーン、
ねぎ、レタス、ブロッコ
リー、にんじん、はくさい、
かぼちゃ、えだまめ、さと
いも、こまつな、すいか、
ごぼう、なす等）

除草及び防除 ・株間除草機や自律走行型除草機等の除草作業の省力化に係る技術（有機栽培体系に対応
した技術を含む。）
・ドローンや自律走行型の農薬散布機等の防除作業の省力化に係る技術

労働時間80%削減

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化に係る技術
・自動収穫機の効率向上に資する高精度自動移植機等の収穫作業の省力化に係る技術

労働時間80%削減

選別、調整及
び出荷

・ラインへの自動搬入機等による選別又は洗浄作業の省力化に係る技術
・自動箱詰め機等の仕分け・梱包作業の省力化に係る技術

労働時間80%削減

施設野菜・花き作
（トマト、ほうれんそう、
いちご、きゅうり、メロン、
ピーマン、アスパラガス、
キク等）

栽培管理 ・自動収穫機の汎用化等を通じた摘葉・摘果等の省力化に係る技術
・局所ＣＯ２施用等の収量又は品質の向上に資する施設内の環境制御の高度化に係る技術

労働時間 60 ％削減
又は付加価値額 30 ％ 向上

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化に係る技術 労働時間 60 ％削減

選別、調整及
び出荷

・自動パック詰め機等の選別、調製又は出荷作業の省力化に係る技術
・庫内の環境の精密制御等による貯蔵・品質保持の高度化に係る技術

労働時間 60 ％削減
又は付加価値額 20 ％ 向上

果樹・茶作（かんきつ、り
んご、かき、ぶどう、くり、
うめ、日本なし、もも、お
うとう、茶等）

栽培管理 ・自動収穫機の汎用化等を通じた受粉、摘果、摘粒、摘葉、ジベレリン処理、剪定、剪枝、
整枝、被覆等の省力化に係る技術

労働時間 60 ％削減

除草及び防除 ・急傾斜地等の不整形な園内における自律走行除草機等の除草作業の省力化に係る技術
・ドローンや自律走行型の農薬散布機等の防除作業の省力化に係る技術

労働時間80%削減

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化に係る技術 労働時間 60 ％削減

選別、調整及
び出荷

・自動選果機等の選別、調製又は出荷作業の省力化に係る技術
・庫内の環境の精密制御等による貯蔵・品質保持の高度化に係る技術

労働時間 60 ％削減
又は付加価値額 20 ％ 向上

35
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保安分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．保安分野の省力化・省人化の現状と課題

（経済産業省）

３．ロボット活用ニーズ

¸

¸ ドローン等技術を活用した「スマート保安」の導入

¸ 通信環境の未整備、ドローン活
用時の航空法等他法令の対応、設備導入における効果の不明瞭さ、
AI活用時のシステム化におけるサイバーセキュリティ対策等

¸ ドローンによる巡視・点検、②過去実績に基づく異常予
兆検知システムの実証試験、③撮影映像による点検のスクリーニング作業及び修繕箇所の特定や点検対象
設備の特定等の取り組みを進めている。

¸ ểḰ

ドローンを活用した送電設備への接近木調査の効率化の取組
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製造分野（多品種少量）

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．製造分野の省力化・省人化の現状と課題

（経済産業省）

３．ロボット活用ニーズ

¸

¸

¸ ỏợ
ỏợ

¸ IT ṕ Ṗ
¸ RING ṕ

Ṗ ṕ Ṗ

加
工

組
立

検
査

搬
送

¸

¸

¸

¸

¸ ṕ Ṗ
¸

¸

¸

¸

¸

¸

¸

¸

製造業における労働生産性の
国際比較［OECD加盟主要35ヶ国］

１ アイルランド ６２.０

２ スイス ３２.７

３ 米国 ２３.２

・・ ・・・ ・・・

ỄỂ Ị.Ể

１ アイルランド ２０.５

２ スイス １９.６

３ 米国 １５.９

・・ ・・・ ・・・

ỉ ểể.ệ

（2024 年）

（2010 年）

Ḳ  

2025
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（参考資料） （経済産業省）

製造業の競争力強化に向けたDX
¸ 上位の国とは３倍以上の格差となっている

¸ ỏợ ビジネスモデルの変革等、高度かつ広範
な領域での成果創出は限定的

¸ ỏợ 政府としては、ロ
ボットシステム開発やＡＩ開発・活用支援を推進

Ḳ
Ḳṕ Ṗ DX 2024 ṕ2024 6 Ṗ

DXの具体的な取組項目における取組割合と成果割合の関係製造業における労働生産性の国際比較［OECD加盟主要35ヶ国］

１ アイルランド ６２.０

２ スイス ３２.７

３ 米国 ２３.２

・・ ・・・ ・・・

ỄỂ Ị.Ể

１ アイルランド ５６.０

２ スイス ２４.７

３ 米国 １８.２

・・ ・・・ ・・・

ểệ ị.Ỉ

１ アイルランド ２０.５

２ スイス １９.６

３ 米国 １５.９

・・ ・・・ ・・・

ỉ ểể.ệ

ể Ị.ỉ

２ アイルランド ７.９

３ フィンランド ６.７

（2024 年） （2020 年）

（2010 年） （2000 年）

（単位）万USドル/ 人

Ḳ  2025

個社単位のデジタル化・効率化の取組

ビジネスモデルの変革等、
高度かつ広範な領域での成果創出
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物流分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．物流分野の省力化・省人化の現状と課題

（経産省・国交省）

３．ロボット活用ニーズ

¸ 人手不足による倒産が過去最大 ṕ2025 52  2 Ṗ
¸ AGV AMRẑể 搬送以外では自律判断が出来ず、ユースケースが限られる。
¸ ドライバーの人手不足 2024 時間外労働の上限規制 2030年には34.1%の輸送能力不足が懸念

現状は決められたルートを遠隔操作・監視で走行する等、限定的な活用に留まっている。

¸

¸

¸ 2023 6km
諸外国で既に活躍しているより大きい・より

速いロボットについては、日本においては実証実験で安全性や走行ルールについて検証しているフェーズ

¸ 重量物の取り扱いや、酷暑/低温環境での作業など身体的負担が大きい業務。
¸ 24
ṕ Ṗ

¸ WMS WCS WESẑỄ

¸ 小口・多頻度かつ配送先が分散 重労働かつ再配達の問題も
衛生や心理的安全性の観点

ṕNeolix X3 Ṗ

ṕDexterity SC JapanṖ

ẑể AGV/AMRḲ AGV AMR
ẑỄ WMS/WES/WCS Ḳ WMS WCS WES
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小売分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．流通（特に小売分野の省力化・省人化の現状と課題）

（経産省）

３．ロボット活用ニーズ

¸ 2024 年の我が国の就業者の約15.4％を占める重要な産業である一方、

2022 909.7 524.2
¸

61.8Ṿ
¸ 7 6 Ṉ Ṉ

¸

ỌỔ ỏợ

¸ 2025 7 ( )

¸

¸

¸
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建設分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．建設分野の省力化・省人化の現状と課題

（国土交通省）

３．ロボット活用ニーズ

¸ 省人化を目指してICT施工を推進 施工(土工)では原則としてICT施工を
¸ ICT

人材不足を見据えると、さらなる省人化
¸ ICT 施工作業や施工管理においても、省力化を進める必要

¸ 建設機械の自動施工の開発を推進
¸ 基盤を公開 自動化技術の開発を促進
¸ Ṅ 現場状況に応じた最適施工の制御 複数の建設機械を連携させて動作

させる制御が課題 施工管理においても自動化のニーズがあり

¸ 建設機械の自動化の連携・最適化 人力作業の効率化

¸ 点検作業の自動化や診断の高度化 作業をロボットで代
替

¸ 調査や応急復旧のように迅速性 危険を伴う作業

¸ 老朽化するインフラが増加 人不足や技術継承の問題
¸ 外部の様々な要因の影響を受け 現場ごとに形状や条件が大きく異なる
¸ 複雑かつ多岐にわたる作業

¸ 実証フィールドとして提供 ロボット等の試験・評価を行うことで、
さらなる技術開発に寄与

¸ 一般現場へ広く普及させることが課題
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（参考資料） （国土交通省：建設分野）



43

宿泊分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．宿泊分野の省力化・省人化の現状と課題

（国土交通省）

３．ロボット活用ニーズ

¸

¸

¸人手をかけるべき業務に人材を集中投下し、サービスの向上等を実現するため、
省力化に資する設備投資を補助。
¸宿泊事業者等において、経営や業務をより効率化・高度化するとともに、

付加価値の高いサービスを提供するためのデータ標準化の取組を促進。

¸宿泊業における人手不足解消に向けて、様々な業務をロボットに代替していくニーズが見込まれるところ、
デジタルツールのデータ連携に向けて取り組んでいるデータ標準化の取組がそうしたニーズに応える基盤
にも繋がっていくものと期待される。

¸宿泊業におけるロボット導入は接遇関係の業務において注目されがちだが、現場では作業負荷の大きい裏
方作業の自動化も求められており、こうしたバックヤード業務にもニーズがあるという意見もある。
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造船分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

１．造船分野の省力化・省人化の現状と課題

（国土交通省）

３．ロボット活用ニーズ

¸

¸

¸ AI 抜本的な生産性の向上や高度な技術・技能の継承

Society5.0 ṕBRIDGEṖ
¸ AI
¸ AI

¸

AI

AI

AI

AI
AI AI

AI

AI

AI
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廃棄物・資源循環分野

１．廃棄物資源循環分野の効率化の現状と課題

（環境省）

¸ 近年製品が多様化 衝撃により発火する恐れがある製品
重要鉱物資源が含まれ

¸

ü 発火・発煙リスクの低減と安全性の確保 発煙・発火事故 ṕ2023
8,543 21,751 Ṗ

ü 人手不足と処理コスト増大

ü 経済安全保障・産業競争力強化

排出 収集 分別・選別 減容化/
中間処理

再資源化/
最終処分

¸ 持続可能な適正処理体制の確保が
不可欠

¸

自動化が困難な工程は人の手により作業

【一般廃棄物の処理工程イメージ】
収集車へのごみの回収
を複数人体制で実施

危険物の除去、資源物
の回収を手選別で実施
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廃棄物・資源循環分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

（環境省）

３．ロボット活用ニーズ

¸環境省の競争的開発資金である「環境研究総合推進費」等において、AI
を実施。

¸家電や自動車などの一部の אל については、 ךּ
צּ וֹ されつつも、リチウムイオン電池を含有す

る小型家電などの については、 קּ קּ 等を行っている。

¸廃棄物資源循環分野におけるDX推進は課題であり、さらに取り組みが進むよ
う、 廃棄物処理・リサイクルに係るＤＸ推進ガイドライン

DX

¸ 反復的に学習のためのデータ取得が可能 AI
¸収集運搬、選別工程については、 しており、かつ、 であるところ、人手不足

対策は急務。廃棄物の安定的な処理体制を維持するためには、AI

¸ AI
AI 作業効率の向上、処理コストの低減などに向けて技

術革新に貢献
¸

AI 取り外す際にそのまま取り外した部材を情報化

ロボット選別技術開発実証
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無人機・AI分野

１．無人機・AI分野の省力化・省人化の現状と課題

（防衛省）

ṕ Ṗ
ỌỔ
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無人機・AI分野

２．上記に対する現在の取組（ロボットやDXを中心に）

（防衛省）
Ṯ ṕ Ṗṯ

ỠỞỡ ỠỠỡ ỠỒỡ ỠỌỡ

ṕ Ṗ

ỠỞỡ
自律航行等でＡＩを適用予定

ỠỠỡ ṕ
Ṗ
自律航行やソーナーによる障害物

回避等でＡＩを適用

ỠỌỡ
エッジＡＩにより環境マッピン

グや経路生成を自律的に実施
ỠỒỡ

有人機の支援を行う無人機を実現
する上で不可欠となる、無人機へのＡ
Ｉ搭載技術

USV
ṕR6 ṌR11 Ṗ

UUV
ṕR1 ṌR6 Ṗ

UAV AI
UGV

ṕR8 ṌR10 Ṗ

EO/IR: Electro-Optical/Infra-Red
SAR: SyntheticApertureRadar
LVC: Live-VirtualConstructive
RTA: RunTimeAssurance

AI
ṕR4 ṌR7 Ṗ
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無人機・AI分野 （防衛省）

３．ロボット活用ニーズ

Ṇ
Ỡἃỡ
Ṇ

UἃV
Ṇ Ỡἃỡ
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